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たことではない。エルンスト・トレルチは、1916 年、「1914 年の理念」6 という講演に
おいて、自身の好戦的な立場の正当化をこころみた。なるほど、トレルチは国際情勢で
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イツの大学教員の言論空間において支配的な位置を占めていたといえよう。1914 年 8 月
3 日、バイエルンの大学の学長と理事会は学生にたいして次のような演説をおこなった。 
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念で自らを正当化し、他方を非難するという言論戦のなかで、1914 年 8 月から 9 月にか
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なことに、1914 年の大戦に参加した 1890 年代生まれの青年たちには、マンが論じたよ
うな戦争と芸術との結びつきがまぎれもない真実として受けとられていたのである。 
「親世代」の言葉に勇気づけられ戦場に赴いたハイデルベルグ大学哲学科学生ルドル






ているのです。戦いは悲しい traurig ものですが、偉大な groß ものでもあります。
崇高な厳粛さ ein erhabener Ernst がこの戦場での生活全体に行きわたっておりま
す。22 
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数多く存在するという。さらに俗語調の文体などは修正されている。Vgl. Jünger Ernst: In 















Robert: Ernst Jünger und sein Kriegstagebuch “In Stahlgewittern“- eine Untersuchung der 
verschiedenen Fassung vor dem Hintergrund der Jahr 1919-1934. Norderstedt 2003. 本稿では、
1920年初頭のヴァイマル共和国の戦争文学の言論状況と読者層を背景に戦争体験を論じるため、ユ
ンガーが実質的な執筆にあたっていた当時の歴史的背景を念頭に考察する立場から、初版および第二
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うに、ユンガーの『鋼鉄の嵐のなかで』も執筆時の 1918 年から 1919 年にかけての精神
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兵士たちは石のように微動だにせず in steinerner Unbeweglichkeit 銃を片手に塹壕
の斜面に立ち、前地を監視している。時折、照明弾の光によって鉄兜がびっしりと
Stahlhelm an Stahlhelm、そして銃剣が隙間なく Seitengewehr an Seitengewehr
照らされるのをみた。わたしは、おそらく粉々に砕け散ろうとも克服することがで
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て発せられる単調な声 die monotone, vom Lärm der Front begleitete Stimme は、
不気味な真面目さという印象をあたえていた。ありとあらゆる驚愕を絶望にいたる
まで味わいつくし、いかなることにも動揺しなくなったという感じだ。男性的で極
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77 「群集Masse」を語源的にみると、ラテン語のmassaという語に由来し、これは「ねんど
Klumpen」や「パンの生地Teig」を意味している。つまり、群集とは、観察者の捉えかたによって
そのイメージが変化する「無定形な何か」であるといえよう。Vgl. „Masse”. In: Wörterbuch der 
Philosophischen Begriffe. Hrsg. v. Johannes Hoffmeister. Hamburg 1959, S. 393. 
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そして敵を男としてかれの勇気に応じて評価することである。」Jünger, a.a.O., S. 134. このように＜
解釈＞する理想は、ユンガー自身の＜記述＞によって歪められて描かれているといえよう。 
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